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多賀：皆さん、こんにちは。多賀でございます。本日はお忙しいところ、当社のカンファレンスコ

ールにご参加いただきましてありがとうございます。 

それでは、2024 年度第 3 四半期の決算説明を始めさせていただきます。 

24 年度第 3 四半期の世界経済は、地域による温度差はあるものの、全体としては緩やかな成長と

なりました。米国では底堅い個人消費により、景気は堅調に推移しました。欧州は一部地域の低迷

により、緩やかな景気回復にとどまりました。中国では不動産不況などにより、景気低迷が継続し

ました。また、混迷を深めるロシア・ウクライナや中東情勢など、地政学的な緊張がグローバルな

経済活動のリスク要因になるなど、先行き不透明な状況が続きました。 

このような環境のもと、当社グループの業績は、売上高は前年同期比 405 億円増の 6,148 億円、

営業利益は 122 億円増の 739 億円、当期純利益は 101 億円増の 466 億円となりました。為替およ

び原燃料の実績は資料にお示ししてある通りでございます。 
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このスライドでは、各セグメントの売上高および営業利益の実績を前年同期との比較で示しており

ます。全てのセグメントで増収となり、営業利益についてはイソプレンセグメントを除き、増益と

なりました。 
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このスライドでは、営業利益の増減要因の全社まとめを示しております。 

数量は、景気が緩やかに成長したことにより、138 億円の増益要因となっています。売値・構成

は、原燃料価格の推移に合わせた価格調整の影響で 110 億円の減益要因となりました。一方で、

原燃料・為替は足元で原料価格が上昇しているものの、累計では、原燃料価格の下落と円安の影響

で、96 億円の増益要因となりました。その他は、昨年あった在庫評価差額による利益の押し下げ

が今年はなくなった一方で、減価償却費や修繕費などの経費が増加したことにより、合計では 2 億

円の減益要因となりました。 

  



 
 

 

4 
 

 

ここからは、セグメント別に事業の状況を説明いたします。最初はビニルアセテートセグメントで

す。当セグメントは前年対比で増収増益となりました。各事業の販売の状況は、右上に記載のコメ

ントをご覧ください。 

営業利益は前年同期比で 68 億円増加しました。数量は、ポバール樹脂、水溶性ポバールフィルム

の販売数量が増加し、52 億円の増益要因となりました。原燃料価格の推移に合わせた価格調整や

販売構成などで、売値・構成は 81 億円の減益要因となりました。原燃料・為替は 49 億円の増益

要因となりました。また、昨年あった在庫評価差額による利益の押し下げが今年はなくなり、その

他は 47 億円の増益要因となりました。以上のことから、セグメント全体で増益となりました。 
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イソプレンセグメントです。当セグメントは前年対比で増収減益となりました。各事業の販売の状

況は記載のコメントをご覧ください。 

数量は、タイ拠点稼働に伴う拡販などにより販売数量が増え、46 億円の増益要因となりました。

原燃料価格の推移に合わせた価格改定や販売構成の変化により、売値・構成は 22 億円の減益要因

となりました。原燃料・為替は円安の影響などにより 13 億円の増益要因となりました。 

一方で、タイ拠点の減価償却費負担や在庫評価差額の影響などにより、その他は 52 億円の減益要

因となりました。イソプレンケミカル、エラストマー、〈ジェネスタ〉、いずれの事業も前年同期

比で販売数量を伸ばしております。引き続き販売の拡大を図ってまいります。 
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機能材料セグメントは前年同期比で増収増益となりました。各事業の販売の状況は記載のコメント

の通りです。 

数量はいずれの事業も販売数量が増え、増益要因となりました。特にメディカルが順調に推移しま

した。原燃料・為替は 27 億円の増益要因になりました。その他は、環境ソリューションの米国活

性炭新設備稼働に伴う減価償却費の増加およびメディカルで拡販のための経費の増加があり、33

億円の減益要因となりましたが、セグメント全体では増益を確保しました。 
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繊維セグメントは前年同期比で増収増益となりました。各事業の販売の状況は、右上のコメントの

通りです。 

数量は主に〈クラリーノ〉で販売数量が増え、増益要因となりました。原燃料・為替は 8 億円の増

益要因となりました。一方で、販管費の増加などにより、その他は 4 億円の減益要因となりまし

た。 
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このスライドでは、貸借対照表の資産の部を昨年末と比較しております。 

流動資産は 2 億円の増加となりました。これは、現預金が 198 億円減少した一方で、為替が円安

に振れたことなどにより、棚卸資産が 263 億円増加したことによるものです。固定資産は、設備

投資による増加があった一方、事業ポートフォリオの高度化に伴う事業整理などにより、3 億円の

減少となりました。 
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このスライドでは、貸借対照表の負債と純資産の部をお示ししております。 

負債は借入金の返済などにより 112 億円の減少となりました。純資産は、為替換算調整勘定が 37

億円増えた影響などにより、111 億円の増加となりました。この結果、自己資本比率は 1.2%上昇

し、58.1%となりました。 
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第 3 四半期までの業績および足元の事業環境を踏まえ、通期業績予想を修正いたします。 

売上高は前回公表より 150 億円減の 8,350 億円を見込みます。営業利益、経常利益、当期純利益

については変更ございません。 
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当社は、株主に対する利益配分を経営の重要課題の一つとして位置づけており、中期経営計画

「PASSION 2026」では、総還元性向 35%以上かつ 1 株につき年間配当金 40 円以上を基本方針と

し、収益拡大を通じた株主還元の充実を図ることとしております。 

2024 年度の配当予想に変更はなく、中間配当および期末配当予想をそれぞれ 1 株 27 円としてお

り、1 株当たり年間配当金は 54 円となる見込みです。また、2024 年 5 月 14 日開催の取締役会決

議に基づき、本年 10 月 31 日までに自己株式 1,102 万株、約 200 億円の取得を完了しました。配

当金に自己株式の取得を加えますと、総還元性向は約 68%となります。 

加えて、本日開催の取締役会におきまして、自己株式 3,000 万株を 2024 年 11 月 29 日付けで消却

することを決定しました。なお、この 3,000 万株は消却前の発行済株式総数に対する割合で 8.45%

となります。今後も引き続き株主還元の充実を図ってまいります。 

13 ページ目以降は、修正した業績予想のセグメント別比較および詳細な係数情報となりますの

で、参考までにご覧ください。 

以上で説明を終わります。ありがとうございました。 
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